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平 成
へいせい

２３年
２３ねん

５月
５がつ

２５日
２５にち

 

厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

大 臣
だいじん

 

細 川
ほそかわ

 律夫
りつお

 様
さま

 

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

とうきょう会議
かいぎ

 

代 表
だいひょう

 小見山
こみやま

 政男
まさお

 

 

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

施策
しさく

に関する
かんする

要 望 書
ようぼうしょ

 

 

謹 啓
きんけい

 

時下
じ か

ますます ご 清 祥
ごせいしょう

の 段
だん

、 お 慶 び
およろこび

申し上げます
もうしあげます

。 当 会
とうかい

は、 東 京 都
とうきょうと

において 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支援
しえん

する 団 体
だんたい

、 事 業 所
じぎょうしょ

ならびに個人
こじん

が 参 集
さんしゅう

し、 情 報
じょうほう

の

交 流
こうりゅう

や 研 修 会
けんしゅうかい

の開 催
かいさい

等
など

を 行 う
おこなう

ほか、国
くに

や東 京 都
とうきょうと

に対する
たいする

政 策
せいさく

提 案
ていあん

など、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

活 動
かつどう

の発 展
はってん

に向けた
む け た

さまざまな 活 動
かつどう

を行 っ て
おこなって

いる 団 体
だんたい

です。 

さて、国
くに

におかれましては、「精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事 業
じぎょう

」に関して
かんして

、

平 成
へいせい

24年度
ねんど

から地域
ちいき

移行
いこう

推 進 員
すいしんいん

の配置
はいち

及び
および

個別
こべつ

支援
しえん

会議
かいぎ

の開 催
かいさい

については、個別
こべつ

給 付 化
きゅうふか

するとの施策
しさく

を打ち出されて
う ち だ さ れ て

おります。 当 会
とうかい

は、 東 京
とうきょう

都内
とない

で 平 成
へいせい

18年度
ねんど

より 退 院
たいいん

促 進
そくしん

コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

事 業
じぎょう

を実施
じっし

してきた事 業 所
じぎょうしょ

の立場
たちば

から、今 般
こんぱん

の制度
せいど

改 正
かいせい

に伴 っ て
ともなって

、これま

での補助
ほじょ

事 業
じぎょう

だけでは足りなかった
た り な か っ た

地域
ちいき

移行
いこう

の取り組み
と り く み

が、すべての区
く

市 町
しちょう

村
そん

に広がり
ひろがり

をもっ

て行われる
おこなわれる

ことを大い
おおい

に期待
きたい

するものです。同時
どうじ

に、個別
こべつ

給 付 化
きゅうふか

によって事 業
じぎょう

の実施
じっし

主 体
しゅたい

が

区
く

市 町 村
しちょうそん

になることで、これまで都道府県
とどうふけん

単位
たんい

の 事 業
じぎょう

として行われて
おこなわれて

きた地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の

広 域 的
こういきてき

で 柔 軟
じゅうなん

な活 動
かつどう

が、 縮 小
しゅくしょう

されるようなことがあってはならないと考 え て
かんがえて

います。 

 当 会
とうかい

は、下記
か き

の 諸 点
しょてん

について、 平 成
へいせい

24年度
ねんど

以降
いこう

の 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

施策
しさく

に 反 映
はんえい

してくださいますよう、ここに要 望
ようぼう

いたします。 

謹
きん

白
ぱく

 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第 1 4 回
だい  かい

 

H23.5.31 参 考
さんこう

資 料
しりょう

１ 

伊 澤
いざわ

委 員
いいん

提 出
ていしゅつ

資 料
しりょう
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記
き

 

 

１ 区
く

市 町 村
しちょうそん

の 枠
わく

を超えた
こ え た

広 域 的
こういきてき

な活 動
かつどう

が保 障
ほしょう

されるような制度
せいど

にしてください。 

 

東 京 都
とうきょうと

では、現 在
げんざい

12か所
かしょ

の 退 院
たいいん

促 進
そくしん

コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

事 業 所
じぎょうしょ

が、都内
とない

63か所
かしょ

の「1 年
ねん

以 上
いじょう

入 院
にゅういん

の患 者
かんじゃ

がいる」精 神 科
せいしんか

病 院
びょういん

に対して
たいして

、事 業
じぎょう

を通じた
つうじた

地域
ちいき

移行
いこう

へのアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

を行 っ て
おこなって

います。 各 事 業 所
かくじぎょうしょ

は、 都
みやこ

の 事 業
じぎょう

である 特 性
とくせい

を活かして
い か し て

、対象者の 入 院 前
にゅういんまえ

住 所 地
じゅうしょち

や退 院 先
たいいんさき

地域
ちいき

を限 定
げんてい

することなく、全都
ぜんと

を視野
し や

に入れた
い れ た

広 域 的
こういきてき

な活 動
かつどう

を 柔 軟
じゅうなん

に行 っ て
おこなって

きました。その結果
けっか

、これまでに都内
とない

50 区 市 町 村
矏矏矏矏矏矏矏矏矏矏

（ 島
しま

しょ地区
ち く

を除く
のぞく

）のうち、

29か所
かしょ

に 事 業
じぎょう

を通じた
つうじた

退 院 者
たいいんしゃ

の 実 績
じっせき

を築いて
きずいて

います。さらに、 事 業
じぎょう

を通じた
つうじた

退 院 者
たいいんしゃ

の

半 数
はんすう

以 上
いじょう

が、入 院 前
にゅういんまえ

の住 所 地
じゅうしょち

とは離れた
はなれた

地区
ち く

の 病 院
びょういん

にいながら、退 院
たいいん

可能
かのう

となった

方
かた

たちです。 

東 京 都
とうきょうと

は、 特 別
とくべつ

区
く
と多摩

た ま
地区
ち く

で 人 口 対
じんこうつい

精 神
せいしん

病 床 数
びょうしょうすう

に 4 倍
ばい

もの格差
かくさ

があるため、

精 神 科
せいしんか

病 院
びょういん

が 偏 在
へんざい

する地区
ち く

には、都内
とない

全 域
ぜんいき

の区
く

市 町 村
しちょうそん

から 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

が集まって
あつまって

く

る傾 向
けいこう

があります。したがって、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の活 動
かつどう

は、区
く

市 町 村
しちょうそん

や二次
に じ

保健
ほけん

医 療 圏
いりょうけん

単位
たんい

だけで完 結
かんけつ

して捉えられる
とらえられる

ものではありません。都道府県
とどうふけん

単位
たんい

で計 画 的
けいかくてき

に地域
ちいき

移行
いこう

を進めて
すすめて

い

くためには、 広 域 的
こういきてき

な視野
し や

での個別
こべつ

支援
しえん

活 動
かつどう

を展 開
てんかい

できる 事 業 所
じぎょうしょ

が適 正 数
てきせいかず

設置
せっち

されて

いることが不可欠
ふかけつ

です。地域
ちいき

移行
いこう

施策
しさく

をより進める
すすめる

ためには、区
く

市 町 村
しちょうそん

や二次
に じ

医 療 圏 域
いりょうけんいき

レベル
れ べ る

での個別
こべつ

給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

の 活 動
かつどう

と、都道府県
とどうふけん

レベルでの 広 域 的
こういきてき

な支援
しえん

に特化
とっか

した委託
いたく

・補助
ほじょ

事 業
じぎょう

の 活 動
かつどう

が、相互
そうご

連 携
れんけい

を図りながら
はかりながら

二層
にそう

構 造
こうぞう

の支援
しえん

体 制
たいせい

を 展 開
てんかい

していくことが

望ましい
のぞましい

と考えます
かんがえます

。 

個別
こべつ

給 付 化
きゅうふか

とは別
べつ

に、広 域 的
こういきてき

活 動
かつどう

を 保 障
ほしょう

された事 業 所
じぎょうしょ

を都道府県
とどうふけん

単位
たんい

で設置
せっち

するこ

とを施策
しさく

の中
なか

に盛り込んで
も り こ ん で

ください。 

 

２ 地域
ちいき

移行
いこう

の個別
こべつ

給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

に 専 従
せんじゅう

スタッフ
す た っ ふ

を置ける
お け る

ような 報 酬
ほうしゅう

基 準
きじゅん

を作って
つくって

くださ

い。 
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 個別
こべつ

給 付 化
きゅうふか

は、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

として行われる
おこなわれる

とのことですので、実 際
じっさい

の担い手
にないて

となるのは、

主
おも

に指定
してい

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

であると思われます
おもわれます

。しかし、 入 院 中
にゅういんちゅう

の 対 象 者
たいしょうしゃ

への

アウトリーチ
あ う と り ー ち

を基本
きほん

とする地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の活 動
かつどう

を、 日 常 的
にちじょうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

業 務
ぎょうむ

と 兼 業
けんぎょう

で

行 う
おこなう

ことには 限 界
げんかい

があります。地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

を実施
じっし

する 事 業 所
じぎょうしょ

には、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

の

成果
せいか

に応じて
おうじて

専 従
せんじゅう

の 常 勤
じょうきん

スタッフ
す た っ ふ

を配置
はいち

できるだけの保 障
ほしょう

をすることが、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の

裾野
すその

を 拡 大
かくだい

するうえで不可欠
ふかけつ

であると考えます
かんがえます

。 

地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

が個別
こべつ

給 付 化
きゅうふか

された場合
ばあい

、 最 低
さいてい

でも 対 象 者
たいしょうしゃ

10 名
めい

を支援
しえん

することで

事 業
じぎょう

専 従
せんじゅう

の 常 勤
じょうきん

の地域
ちいき

移行
いこう

推 進 員
すいしんいん

1 名
めい

を配置
はいち

できるような 報 酬
ほうしゅう

基 準
きじゅん

を作って
つくって

く

ださい。 

 

３ 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

、重 度
じゅうど

障 害
しょうがい

、 重 複
じゅうふく

障 害
しょうがい

、広 域
こういき

支援
しえん

といった 困 難
こんなん

事例
じれい

への支援
しえん

に

対して
たいして

、 報 酬
ほうしゅう

に加算
かさん

をつける仕組み
し く み

を作って
つくって

ください。 

 

 退 院
たいいん

可能
かのう

な社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

の 中
なか

には、 入 院
にゅういん

の長 期 化
ちょうきか

や 重 複
じゅうふく

する 障 害
しょうがい

、さ

らに 退 院 先
たいいんさき

が 現 在
げんざい

入 院
にゅういん

している 病 院
びょういん

から遠く
とおく

離れて
はなれて

いるといった 環 境 的
かんきょうてき

要 因
よういん

に

よる支援
しえん

困 難 性
こんなんせい

が多く
おおく

見受けられます
み う け ら れ ま す

。 東 京 都
とうきょうと

の 事 業
じぎょう

では、 対 象 者
たいしょうしゃ

全 体
ぜんたい

の 半 数
はんすう

が

5 年
ねん

以 上
いじょう

の 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

であり、平 均
へいきん

総 入 院
そうにゅういん

期間
きかん

は 8 年
ねん

5か月
かげつ

となっています。 

 同じ
おなじ

個別
こべつ

支援
しえん

の 活 動
かつどう

でも、事例
じれい

によって支援
しえん

の 困 難 性
こんなんせい

や 必 要
ひつよう

なマンパワー
ま ん ぱ わ ー

の度合い
ど あ い

は

大きく
おおきく

異なる
ことなる

ため、 一 律
いちりつ

の 報 酬
ほうしゅう

基 準
きじゅん

では比 較 的
ひかくてき

支援
しえん

の容易
ようい

な 方
ほう

が 事 業
じぎょう

に乗りやすい
の り や す い

傾 向
けいこう

が生じかねません
しょうじかねません

。地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の施策
しさく

は、本 来 的
ほんらいてき

に最 も
もっとも

支援
しえん

が届きにくい
とどきにくい

方
かた

たちに

アプローチ
あ ぷ ろ ー ち

することを目指して
め ざ し て

いるはずです。相 応
そうおう

の 報 酬
ほうしゅう

加算
かさん

等
など

を作る
つくる

ことによって、困 難
こんなん

事例
じれい

にアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

するうえでのインセンティブ
い ん せ ん て ぃ ぶ

を事 業 所
じぎょうしょ

に保 障
ほしょう

してください。 

 

４ 精 神 科
せいしんか

病 院
びょういん

への 普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

と地域
ちいき

における 体 制
たいせい

整備
せいび

の 活 動
かつどう

が 保 障
ほしょう

されるような

制度
せいど

にしてください。また、 事 業
じぎょう

の正 式
せいしき

利 用 前
りようまえ

の対象者への個別
こべつ

アプローチ
あ ぷ ろ ー ち

を保 障
ほしょう

する

ような制度
せいど

にしてください。 
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 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の取り組み
と り く み

においては、 対 象 者
たいしょうしゃ

への個別
こべつ

支援
しえん

アプローチ
あ ぷ ろ ー ち

と同時
どうじ

に、精 神 科
せいしんか

病 院
びょういん

という組織
そしき

を 対 象
たいしょう

とした地域
ちいき

からの 普 及
ふきゅう

啓 発 的
けいはつてき

な 活 動
かつどう

を 行 う
おこなう

ことが 非 常
ひじょう

に

重 要
じゅうよう

です。 

 東 京 都
とうきょうと

の 12 事 業 所
じぎょうしょ

は、それぞれが 担 当
たんとう

する精 神 科
せいしんか

病 院
びょういん

で 年 間
ねんかん

を通じて
つうじて

病 院
びょういん

スタッフ
す た っ ふ

や 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

を 対 象
たいしょう

とした 学 習 会
がくしゅうかい

、院 内
いんない

OJT での 事 業
じぎょう

説 明
せつめい

、地域
ちいき

移行
いこう

に

関する
かんする

意見
いけん

交 換
こうかん

等
など

を定 期 的
ていきてき

に行 っ て
おこなって

います。それによって、 病
びょう

院 内
いんない

のスタッフ
す た っ ふ

に地域
ちいき

移行
いこう

の取り組み
と り く み

への理解
りかい

が深まり
ふかまり

、 病 院
びょういん

から 推 薦
すいせん

される事 業
じぎょう

対 象 者
たいしょうしゃ

の拡 大
かくだい

につながってい

ます。 

 また、長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

の中
なか

には、退 院
たいいん

を希望
きぼう

するまでに長く
ながく

時間
じかん

のかかる方
ほう

も多く
おおく

いま

す。東 京 都
とうきょうと

の事 業
じぎょう

では、関 係
かんけい

機関
きかん

連 絡
れんらく

調 整
ちょうせい

を除いた
のぞいた

個別
こべつ

支援
しえん

活 動
かつどう

全 体
ぜんたい

のおよそ 13％

が事 業
じぎょう

の正 式
せいしき

実 施 前
じっしまえ

の 対 象 者
たいしょうしゃ

へのアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

にかけられ、自分
じぶん

からは 積 極 的
せっきょくてき

に 退 院
たいいん

希望
きぼう

を 表 明
ひょうめい

できない 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

のニーズ
に ー ず

の掘り起こし
ほ り お こ し

が行われて
おこなわれて

います。 

 個別
こべつ

給 付 化
きゅうふか

された 事 業
じぎょう

においても、 上 記
じょうき

のような 普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

ならびに 対 象 者
たいしょうしゃ

の

ニーズ
に ー ず

の掘り起こし
ほ り お こ し

につながるような個別
こべつ

支援
しえん

活 動
かつどう

を保 障
ほしょう

してください。 

 

４ ピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

の取り組み
と り く み

がより拡 大
かくだい

されるようにしてください。 

 

 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

へのアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

として、地域
ちいき

で 実 際
じっさい

に 生 活
せいかつ

しているピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

の

存 在
そんざい

はきわめて 重 要
じゅうよう

なものです。東 京 都
とうきょうと

でも、ピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

は各事業所で活 動
かつどう

しており、

個別
こべつ

支援
しえん

を始め
はじめ

、 病
びょう

院 内
いんない

のプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

で地域
ちいき

生 活
せいかつ

についての実 体 験
じったいけん

を語る
かたる

など、 入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

にとって地域
ちいき

生 活
せいかつ

を具 体 的
ぐたいてき

にイメージ
い め ー じ

し、退 院
たいいん

へのモチベーション
も ち べ ー し ょ ん

を高める
たかめる

ために 有 益
ゆうえき

な 情 報
じょうほう

を 提 供
ていきょう

できる 存 在
そんざい

として、大きな
おおきな

成果
せいか

をあげています。 

 地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

にかかわるピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

の活 動
かつどう

がさらに 拡 充
かくじゅう

されるような制 度 的
せいどてき

保 障
ほしょう

をしてください。 

以 上
いじょう

 


